
1

冷媒管理システムRaMSをご利用するにあたり、年間
に掛かる費用の概算についてご紹介します。
RaMSに点検整備記録簿（ログブック）を作成して管
理する場合でご紹介します。
＊金額はすべて税別での表記です。

2

RaMSに機器のログブックを新規に作成する時必要と
なる機器管理番号を取得するのに掛かる費用です。
①オフラインでシール付きで購⼊する場合：\600
②システムから自動採番する場合：￥500

3

機器のログブックを新規に作成する時には、まず機器
管理番号を取得する必要があります。

4

機器管理番号を取得するには、
①番号が印刷されたシールをオフラインで事前に購⼊
する方法：￥600
②システムに機器の内容を⼊力して登録する時にシス
テムから自動採番して購⼊する方法：￥500
の２つの方法があります。

5

シールは正と予備の２枚１組で￥600です。
１枚を機器に貼り、１枚を予備として保管する等でき
ます。
シールは日本冷媒・環境保全機構（JRECO)のホーム
ページからRaMSのログインページを開き、「機器管
理番号シールご購⼊申し込み」ボタンをクリックして
注文できます。



6

例えば、機器を100台所有している管理者、又は、
100台管理している充塡回収業者であれば、
600円×100台＝60,000円
の購⼊費用となります。

7

システムから自動採番で購⼊する場合は、
￥500 です。
機器管理番号の取得費用のみになりますのでシールは
ありません。後でシールを発行することもできませ
ん。

8

機器を100台所有している管理者、又は
100台管理している充塡回収業者であれば、
500円×100台＝50,000円
の購⼊費用となります。

9

ログブックに点検・整備等のデータを登録する場合、
1件あたり ￥100 の登録費用になります。

なお、簡易点検のデータ登録は無料です。

10

具体的には、充塡回収業者がログブックの2表に点検･
整備等のデータを登録する時に
￥100
の登録費用が掛かります。
ただし、ログブックの2表に最初に登録する「設置時
追加充塡量」については登録費用は掛かりません。



11

12

更新料￥100はログブックを新規に作成した時点また
は前回の更新時点から1年が経過した後に、新たな
データを登録する時に発生します。
画面上部にある「点検・整備記録簿更新」の赤枠をク
リックすると更新料が課金されます。
更新することによって新たなデータの登録ができるよ
うになります。

13

更新料は機器の新規登録時点または前回の更新時点か
ら1年経過後に発生しますが、ログブックの2表に登録
すべきことがなければ直ぐに更新する必要はありませ
ん。
2表へのデータ登録または更新時点を過ぎて簡易点検
のデータ登録の必要が出た時に更新すれば問題ありま
せん。更新していない状態でも、登録されているデー
タは保存され、閲覧や出力は可能です。

14

15

行程管理票の回収依頼書（A票）を作成した事業者
（管理者･廃棄者または充塡回収業者または取次者）
に￥100が課金されます。
例えば、充塡回収業者がA票を作成した場合は、充塡
回収業者に課金されます。



16

機器の台数が100台の場合に年間で掛かる経費の試算
例を表にしています。

17

利用初年度費用
・所有管理機器台数100台
・機器管理番号は自動採番\500/台
・年間機器廃棄・更新台数10台/年
・年間点検・整備等の実施登録機器台数20台/年
としての試算例です。

18

利用2年目以降（年間費用）
・所有管理機器台数100台
・機器管理番号は自動採番\500/台
・年間機器廃棄・更新台数5台/年
・年間点検・整備等の実施登録機器台数20台/年
・ログブック更新台数100台
としての試算例です。

19

【参考】
・事業所登録は無料です。
・年間会費等もありません。
・閲覧、出力に関しては何度でも全て無料でご利用
 いただけます。
・一覧表に記載のもの以外としては、管理者が転記
 機能を利用して点検・整備記録簿の２表にデータ
   登録する時のみ充塡回収業者が登録する時と同様
  に￥100（税別）が課金されます。
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